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研究成果の概要（和文）：産学連携PBLのような学生の主体的な活動を尊重する学習環境では、学習者が自らの
活動を評価し、次の活動をデザインするというサイクルを支援することが有効である。支援者が学習者に対して
何らかの介入をしたり働きかけたりすることとは異なり、支援者と学習者という立場を越えて、産学連携PBLに
おける学習者の経験を共有し、そこから知識を導き出しコミュニティで活用することが必要となる。本研究で
は、そのための具体的な学習活動や評価方法を確立することができた。

研究成果の概要（英文）：In a learning environment that respects student independence, such as 
industry-academia collaborative PBL, it was effective to support the cycle in which learners 
evaluate their own activities and design while discussing the next activity. Unlike traditional 
learning support in which a supporter intervenes or works with the learner, the experience of the 
learner in the industry-academia collaborative PBL is used as knowledge beyond the standpoint of the
 supporter and the learner. This study established specific learning activities and evaluation 
methods to make these possible.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アクティブ・ラーニングの浸透に伴い、従来の学問体系を基盤として行われている大学教育とは異なるタイプの
学習環境が増えている。実践の現場では、教員として、こうした学びをどのように設計し評価するべきかという
点が課題となっている。本研究では産学連携PBLにおける支援のあり方を捉え直し、大学教育における新しいタ
イプの学びを支援する方法を提示した。具体的な方法として、学生と教員が協働的にパターン・ランゲージを開
発することを通じて、産学連携PBLにおける経験を振り返り、実践コミュニティの知識として活用していく環境
を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究では、学生の主体性や自律性を重視する大学の産学連携 PBL(Project-based Learning)

の実践環境を検討対象としている。企業が提示するテーマに基づいて学生が活動する課題解決
型の産学連携 PBL は、社会と大学をつなぐ実践的な学習環境として期待され、多くの大学で実
践事例が蓄積されてきている。その一方で、大学の教育プログラムとして捉える場合、PBL に
参加する学生を、どのように支援し評価すべきかという観点からの研究は進んでいない状況に
ある。本研究では、教育課程に位置づけられたキャリア教育科目の中で実施されている産学連携
PBL を主な対象に検討を進める。 
研究代表者は産学連携 PBL を中心に、学習科学の知見を応用した学習デザインの改善や活動

モデルの提案を行ってきたが、知識構成と理解深化を前提とする理論的枠組みだけでは産学連
携 PBL における学習者の学びを捉えきれないという課題を認識している。その理由としては、
概ね次の三点と考えている。第一に、学生の主体性を尊重する教育プログラムであることから、
教員がデザインした学習環境に参加するということだけでは学習が成り立たない。参加する学
生自身が学習活動をデザインする必要がある。産学連携 PBL において企業から提示されたテー
マに関する課題解決を行う場合、顧客となる人や組織が抱えている真の問題を発見し、その解決
策として新商品や新サービスを位置付ける。成果物をどのレベルまで形にするのかは、学生に任
されている。学生によって彼ら自身の活動がデザインされ、その試行錯誤の過程でプロジェクト
が方向づけられていく。第二に、産学連携 PBL では学生の主体性や自律性を尊重するため、教
員が支援するという従来からの学習支援の考え方には収まらない新しい支援方法が必要となる。
学生たちがより高い成果を達成できるように教員が直接的な支援をした場合、それは学生によ
る主体的な課題解決ではなくなってしまう。第三に、PBL の活動の成果物だけを評価対象にす
べきではない点である。実社会の現実の課題に取り組む場合、決められた授業期間に学生たちが
成果を形にすることには困難が伴う。成果をまとめることに向けた試行錯誤やチームでの活動
そのものが、学生にとっての貴重な経験であり学びになるものと考えられる。 
  
 
２．研究の目的 
産学連携 PBL における課題を考察した上で、改めて産学連携 PBL の教育プログラムとして

の意義を捉えると、社会の現実の課題を扱う経験を通じて学び、さらにはその経験を活かすこと
にあるのではないかと考えられる。明示的な成果物を完成することは望ましいが、それだけが学
びではない。従って、参加する学生が PBL において主体的に活動する中で、何をどう経験する
のかという経験の仕方によって、学びの深さや継続性に差が生じる可能性がある。とりわけ、大
学のキャリア教育科目の中で運営されている産学連携 PBL は、学習過程における経験を重視す
る側面が強く、その設計・評価において、経験を捉えていくことが実践の質保証にもつながると
考えられる。アクティブ・ラーニング環境における学習者中心の学習場面の改善に寄与している
近年の学習科学の知見に加え、学習者の経験に着目する視点を加えることで、産学連携 PBL に
おける学習者の学びの新たな側面を捉えることができる。 
そこで本研究では、よりよい経験（エクスペリエンス）の設計と評価を体系化しているエクス

ペリエンスデザイン研究を応用し、経験を軸とした産学連携 PBL の設計・評価方法を検討する
こととした。ヒューマンインタフェース（HI）分野のユーザーエクスペリエンス研究では、ユー
ザーが製品利用やサービスへの参加を通じてよりよい経験（エクスペリエンス）を得ることを目
指し、エクスペリエンスデザインの方法を体系化している。その中で PBL はサービスと考える
ことができ、学習者のエクスペリエンスデザインは重要な検討対象となる。このような背景を踏
まえ、本研究では、多様な PBL が存在する産学連携教育の分野をフィールドとして、現在の PBL
研究に加えてエクスペリエンスデザインの考え方を導入し、「経験」という PBL の基本に立返
った学習活動の設計方法と評価方法を開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、教育プログラムとしての産学連携 PBL の設計と評価を検討するために、学習科学

の PBL 研究の知見に加えて、HI 研究のエクスペリエンスデザインの考え方を導入し、経験を起
点として産学連携 PBL における学習者の学びを捉えることを目指す。次に示す(1)～(4)を具体
的な実施項目として研究を進める。 
(1)経験を研究対象とする関連分野の調査 
  産学連携 PBL において、学習者の経験がどのように扱われているのかを検討するために、産学
連携 PBL を扱う科目の特徴や、授業の設計と評価の観点からの経験の扱い方について事例調査
と関連分野の研究のレビューを行う。 
(2)産学連携 PBL 参加者の経験の記述 
本研究で開発する産学連携 PBL の設計・評価方法に含める要因を検討するために、PBL に参加

した学習者の経験を質的研究法により記述する。そのために、研究代表者が担当する産学連携



PBL への参加経験者へのインタビューを行う。 
(3)エクスペリエンスデザインとしての PBL の設計と評価 
 本研究では、デザインされたエクスペリエンスをユーザーとして経験する立場の学習者と、そ
の経験に基づいて後続のエクスペリエンスを自らデザインする立場の学習者という 2 面性を想
定した実践環境を用いる。具体的には教室で行う産学連携 PBL の支援プログラムと、実際の産学
連携 PBL である。前者は、産学連携 PBL に参加する学生が活動を展開するための基本的な考え方
やスキルを扱う講義科目であり、実際の産学連携 PBL 科目のサポート科目として位置づけるこ
とができる。後者は企業が提示したテーマについて学生がチームを組んで実際に活動を進める
PBL 科目である。この環境を用いて、PBL を通じた経験を捉えていく。 
(4)産学連携 PBL における学習支援方法の確立 
本研究で対象とする産学連携 PBL の実践環境を用いて、学習支援方法を体系化していくこと

を目指す。産学連携 PBL を実施する場合、科目の担当者やティーチングアシスタントが学生の支
援を行う。こういった支援者が学習者に対してどういった働きかけをしているのかについて、学
生の主体的な活動を尊重し、学生が深い経験をすることを可能にする支援のあり方を検討する。 
 
４．研究成果 
以上に示した（1）～(4)を念頭に、PBL 科目とサポート科目が併存する実践環境をフィールド

として検討を進めた。研究を通じて、産学連携 PBL のような学生の主体性を尊重した学習環境で
は、学習者が自らの活動を評価し、次の活動を協議しながらデザインするというサイクルを支援
することが有効であった。従来の学習支援のような支援者が学習者に対して何らかの介入をし
たり働きかけたりすることとは異なり、支援者と学習者という立場を越えて、産学連携 PBL にお
ける学習者の経験を知識として共有していくことである。本研究では、これらを可能にするため
の具体的な学習活動や評価方法を確立することができた。実施項目ごとに具体的な成果を示す。 
(1)経験を研究対象とする関連分野の調査 
  本実施項目については、主に、研究期間の前半において検討を進めた。情報収集と関連研究者
との意見交換を目的に、大学教育に関連する学会とユーザーエクスペリエンス研究が進んでい
るヒューマンインタフェース分野を中心に研究会に参加した。また、大学の教育課程として関連
科目がどのように扱われているのかを確認するために、キャリア教育科目の成り立ちや特徴に
関する検討を行い、京都大学高等教育研究と立命館高等教育研究の論文としてまとめた。研究フ
ィールドとしての PBL 科目とサポート科目の実践環境については継続的に改善し、その成果を
日本教育工学会の報告集としてまとめた。多様な研究項目を俯瞰し更なる考察を行うために、関
連分野の研究者や実践者を含めて産学連携 PBL 支援方法研究会を定期的に開催した。これらの
検討を通じ、産学連携 PBL を実施する授業科目は、ある学問分野に体系づけられた知識を教授す
る伝統的な科目と異なり、新しい考え方を踏まえた授業設計と評価が必要であること、また、支
援のあり方もそれにあわせて変えていく必要があることを示した。 
(2)産学連携 PBL 参加者の経験の記述 
学習者の経験の記述方法について、実施項目(1)の中で検討を進めた結果、産学連携 PBL の支

援者と学習者という切り分けを越えて、協働的に検討する必要性があると考えた。そこで、学習
者による経験の記述と活動デザインを目指しているパターン・ランゲージに着目し、産学連携
PBL の１つである立命館大学のコーオプ演習を題材として、学習者の経験の記述を踏まえたパタ
ーンの記述を行い、パターン・ランゲージとして体系的にまとめる活動を行った。本研究の計画
段階では産学連携 PBL に関連する授業のレポートやコーオプ演習の報告書の利用等も検討して
いたが、産学連携 PBL の参加経験者との協働的な振り返りと経験の記述を進める環境を確立す
ることができた。まとめたパターン・ランゲージは、パターン・ランゲージ分野の国際学会での
発表や、パターン・ランゲージで先駆的な研究を行っている研究者らの支援を受けて、継続的に
改善を行い、最終年度には小冊子としてまとめることができた。 
(3)エクスペリエンスデザインとしての PBL の設計と評価 
 本研究では、産学連携 PBL を実施する PBL 科目と、産学連携 PBL に参加する学生が活動を展
開するための基本的な考え方やスキルを扱うサポート科目という 2 つの科目をフィールドとし
た。この環境を通じて、学生が、サポート科目で学んだ内容を PBL 科目で主体的に活かせるよう
になることを目指し、学習者自身が活動の状況を自律的・継続的に評価し、改善につなげていく
ための方策の検討を行った。その中で、この PBL 実践環境において、教員と学生というコミュニ
ティ全体で共通に用いることができる指標として、エレベーターピッチとルーブリックの開発
を行った。エレベーターピッチとは、エレベーターに乗っている間のような短い時間の中で、自
らが提案したいことの要点を述べるための短文である。本研究が対象とする PBL では、学習者自
身が PBL でまさに経験していることを短くまとめたものとなる。これを、ルーブリックを用いて
自己評価していくことで、自らの経験を振り返り次の活動をデザインすることにつながる。この
方法をサポート科目で浸透することにより、PBL 科目でも実際に使ってみる学生も出てきている。
これらの検討にあたっては、関連分野の研究者や専門家の参加も得て、産学連携 PBL 支援方法研
究会を行い、その成果は日本教育工学会の研究報告集の中にまとめた。 
(4)産学連携 PBL における学習支援方法の確立 
研究項目(2)と(3)の内容を担当教員や参加学生が実際に使える形にするための最終的な見直し
と文書化を行った。特に、本研究を通じて開発と取りまとめを行ってきたパターン・ランゲージ



の完成度を高める活動を中心に行い大きく３つの成果を得ることができた。第一に、産学連携
PBL の支援という観点からのパターン・ランゲージの開発活動を通じて、参加学生のユーザーエ
クスペリエンスを記述できること、ランゲージとして記述することによりその経験が参加者の
間で共有されること、さらには年度を超えて経験が継承できる可能性が示された。この点につい
ては、ヒューマンインタフェース学会のサイバーコロキウムで発表を行った。なお、サイバーコ
ロキウムとは、コロナ禍により静岡大学での現地開催予定のシンポジウムの代替として開催さ
れたものとなる。第二にパターン・ランゲージの開発活動そのものを振り返ることにより、産学
連携 PBL を支援するコミュニティが発展している様子をとらえることができる可能性を示した。
この点については、第 27 回大学教育研究フォーラムにて発表を行った。第三に以上の開発と検
討の総括として、開発したパターン・ランゲージの冊子の印刷を行った。これについては、関連
の研究者および実践者に対して、本研究の成果として公開や配布を行った。また、パターン・ラ
ンゲージに加えて、産学連携 PBL に参加する学生が、課題解決に向けた検討状況を把握するため
の方法としてエレベーターピッチの活用を授業内に正式に組み込み、実際の授業運営として具
体化することができた。研究内容の文書化と公開をより深く行うことを目的に、補助事業期間を
１年間延長していただき、産学連携 PBL に参加する学生のエクスペリエンスをいかにデザイン
するかという観点で、参加学生の自律性を主眼においた総括を行った。 
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京都大学高等教育研究 55-65

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
長田尚子・中川洋子・川﨑友嗣・勝又あずさ・杉谷祐美子 24

 １．著者名

解決策提案型PBLのサポート科目における形成的評価に関する検討

日本教育工学会研究報告集 59-66

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 ４．巻
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第27回大学教育研究フォーラム

ヒューマンインタフェースサイバーコロキウム

第26回大学教育研究フォーラム

日本キャリア教育学会第39回研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

長田尚子

長田尚子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

長田尚子、中川洋子

産学連携PBLを支える実践コミュニティの育成-パターン・ランゲージの開発・改善を通じた考察-

産学連携PBLにおけるUXの記述メディアとしてのパターン・ランゲージ

全学型キャリア教育科目における内容・方法上の連関性の考察―「問い」で学びをつなぐオムニバス授業の検討―

多人数講義型キャリア教育科目でのグループ活動のデザインと評価－ディープ・アクティブラーニングの学習サイクルを意識してー

長田尚子
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開発したパターン・ランゲージは以下に公開している。 
https://researchmap.jp/multidatabases/multidatabase_contents/detail/250730/e8edd1e526692f48abb70b3faf7c65f9?frame_id=727157 

第24回大学教育研究フォーラム　参加者企画セッション
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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World Association of Lesson Studies (WALS) International Conference 2017（国際学会）

AsianPLoP2018:7th Asian Conference on Pattern Languages of Programs（国際学会）

Naoko Osada

長田尚子, 中村洸太朗, 馬場亮輔

長田尚子, 勝又あずさ, 中川洋子,川﨑友嗣, 杉谷祐美子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

From University Classrooms to Real-World Setting through Project-Based Learning

産学連携PBLの参加者を支援するパターン・ランゲージの開発－自律的な活動を創造的な提案につなぐために－

全学型キャリア教育科目の実践的課題と展望 －教養教育におけるカリキュラム・マネジメントと実践者を取り巻く課題の検討－

 ４．発表年

 ４．発表年
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